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は じめ に

わ が国 で は現在 まで に食 物ア レル ギー の 定義 を規 定

す る委 員 会報 告 は出 され てい ないが, 欧 米 では食物 ア

レル ギ ー の定義 は ア メ リカ ア レル ギ ー免 疫 学会1,2)か

ら1984年 に, ヨー ロ ッパ 免 疫 ア レル ギー 学 会3)よ り

1995年 にそれ ぞれ委 員 会報 告 と して提 唱 され てい る. 

今 回, 日本 小児 ア レル ギー 学会 の食物 ア レル ギー委 員

会 と して食 物 ア レル ギー の定義 と分類 に関 して規 定 し

たの で報 告す る. 

1) 定 義

食物 ア レル ギー とは, 原 因食物 を摂 取 した後 に免 疫

学的機 序 を介 して生 体 に とって 不利益 な症状(皮 膚 ・

粘 膜症 状, 消化器症 状, 呼 吸器 症状, アナ フィ ラキシー

な ど)が 惹 起 され る現象 をい う1-5). 

2)食 物 に よ り惹起 され る生体 に不 利益 な 反応

(Adverse reactions to foods)の 分 類

食 物 ア レル ギー は食 物 に よ り惹起 され る生体 に不利

益な反 応 に含 まれ る現 象 の一つ で あるが, 食 物 ア レル

ギー を鑑別 診 断 してい く上で食 物 に よ り惹 起 され る生

体 に不利 益 な反 応 の分 類 を理解 してお く必 要が あ る. 

表1に 示す よ うに食物 に よ り惹 起 され る 生体 に不 利益

な 反 応 は そ の 機 序 に 基 づ き 毒 性 物 質 に よ る 反 応

(Tbxic reactions)と 非 毒 性物 質 に よる反応(Nontoxic

reactions)と にまず 大 き く分類 され る3). 

(1)毒性 物 質 に よる反応(Tbxic reactions)

毒性 物 資 に よる反応 は こ こでは主題 で ない ので 詳 し

く触れ な い が, 毒性 物 質 に よる反 応 は誰 にで も起 こる

反 応 で ある. ア レル ギー反 応 に よる現 象 と区別 が 困難

な こ ともあ り, 食 物 ア レル ギー の診療 に従 事す る医師

は毒性 物 質 に よる反応 の 可能性 を常 に考 えてお く必要

があ る. 

(2)非毒 性 物質 に よ る反 応(Nontoxic reactions)

非毒 性 物質 に よ る反 応 はすべ ての ヒ トに起 こ る現象

では な くあ る特定 の ヒ トに起 こる現象 で あ る. 大 き く

表1 食 物 によ り惹起 され る生 体 に不利 益 な反応

(Adverse reactions tofoods)の 分 類
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分 け る と免 疫学 的機序 を介 す る食 物 ア レル ギー(Food

allergy)と 免 疫学 的機i序を介 さな い食 物不 耐症(Food

intolerances)に 分 類 され る. 

a) 食 物 ア レル ギー (Fbod allergy)

食物 ア レル ギー は さ らにIgE依 存性 反 応 とIgE非 依

存 性反 応 に分類 され る. 食 物 ア レル ゲ ンは免疫 学 的反

応 を惹 起す る分 子 と定義 され る. 食 物 ア レル ギー にお

け るIgE依 存 性 の1型 ア レル ギー反 応 の役 割 は最 も確:

立 され て い る. 症状 は皮膚 ・粘 膜症 状, 消化器 症 状, 

呼 吸器 症状 さ らに全身 性 のアナ フィ ラキ シーに いた る

こ と もあ る. IgE抗 体 が認 識 す る食 物 ア レル ゲ ンの多

くは, 熱 に安 定 で可溶性 の 分子 量1万 ～7万 の糖 蛋 白で

あ る45). ア レル ゲ ン性 を持 つ様 々 な蛋 白質 が分離 同定

され ア ミノ酸配 列 も決 定 され てい るが, まだ未解 明 な

ア レル ゲ ン も多 く存在 す る. ア レル ゲ ン間 の交差 反応

性 も認 め られ, 食 物 ア レル ゲ ン特 異 的IgE抗 体 の 検 出

や 陽性皮 膚 テス トの結 果 がすべ て 臨床 的意 義 を持 つ と

は 限 らない ことな どが食物 ア レル ギー の診 断を 困難 に

してい る. 

非IgE依 存性 反 応 に 関 して はIgE以 外 の免 疫 グ ロブ

リン, 補 体, 細胞 性免 疫 な どの関与 が類 推 され てい る

が, 未 だ確 定的 で はない. 近年 消化器 症 状 を 中心 と し

て 徐 々 にIgE非 依 存性 反 応 の認 識 は 高 ま りつつ あ る4,

5)

b) 食物不耐症(Food intolerances)

食物不耐症は薬理学的な食物不耐症として食品に含

まれるアミンなどの血管作動性物質などに過剰に反応

する場合や, 代謝的要因による食物不耐症として乳糖

不耐症の場合が代表的である. その他にも原因や機序

が確定できない食物不耐症も認められる. 

おわりに

過去数回にわたり食物アレルギー委員会において食

物ア レルギーの定義と分類に関して検討を加えてき

た. すべては定義と分類から始まることなので, 日本

小児アレルギー学会食物アレルギー委員会として 「食

物アレルギーの定義と分類」に関して委員会報告の第

2報 として報告した. 
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